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こ
れ
か
ら
の
予
定

応待する中小企業団体中央会

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
失
業
や
生
活
困
窮

が
、す
ご
い
勢
い
で
広
が
っ
て

い
る
。東
京
の
ホ
ー
ム
レ
ス
総

合
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
3
月

15
日
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
等
に
関
連
し
た
生
活

困
窮
対
応
と
し
て
「
緊
急
生

活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
開

設
し
た
と
こ
ろ
、１
２
０
件
も

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
観

光
バ
ス
の
運
転
手
を
解
雇
。所

持
金
は
２
万
円
。失
業
保
険
だ

け
で
は
生
活
で
き
な
い
」「
歩
合

制
の
サ
ウ
ナ
で
体
を
ほ
ぐ
す
仕

事
を
し
て
い
る
。休
業
し
、収
入

が
途
絶
え
た
。５
千
円
し
か
な

い
」な
ど
訴
え
は
ど
れ
も
緊
急

性
、逼
迫
性
を
実
感
す
る
も
の

ば
か
り
。■
ふ
と
思
い
出
す
。

２
０
０
８
年
の
「
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
」、「
年
越
し
派
遣
村
」

だ
。派
遣
切
り
の
嵐
が
吹
き
荒

れ
、15
万
人
の
非
正
規
労
働
者

が
職
を
失
う
。経
済
的
困
窮
に

よ
る
自
殺
者
、ホ
ー
ム
レ
ス
も

続
出
。あ
れ
か
ら
12
年
。非
正
規

で
働
く
人
は
増
え
、雇
用
は
不

安
定
化
、貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯
が
増

え
た
。18
年
の
貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯

は
、20
代
単
身
で
45
・
4
％
、30

代
単
身
で
39
・
7
％
、40
代
単

身
で
42
・
6
％
、50
代
単
身
で

39
・
5
％
、60
代
単
身
で
26
・
7

％
。単
身
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の

貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯
。き
っ
と
こ
の

数
ヶ
月
で
、私
た
ち
の
周
り
に

も
「
本
当
に
困
っ
た
」と
い
う

人
が
出
て
く
る
は
ず
。そ
の
時

に
二
の
足
を
踏
ま
な
い
よ
う
、

私
も
早
速
動
こ
う
と
思
う
。声

が
か
か
っ
た
際
は
二
つ
返
事
で

よ
ろ
し
く
。　
　
　
　
（
ノ
リ
）

民
医
労
早
朝

一
時
間
ス
ト

青
森
年
金

裁
判
総
会

新
型
コ
ロ
ナ
で
休
業

ー
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ー

大
企
業
の
内
部
留
保
を
中
小
企
業
支
援
へ

ー
四
企
業
団
体
と
懇
談
ー

　

20
春
闘
の
取
組
と
し
て
経
営

者
団
体
へ
の
要
請
と
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
3
月
3
日
、
県
労

連
か
ら
は
、
奥
村
議
長
、
今
副

議
長
、
柳
谷
副
議
長
、
檜
山
事

務
局
長
の
4
人
が
青
森
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
を
訪
問
し
ま

し
た
。
対
応
し
た
馬
場
専
務

は
、「
政
府
は
、
全
世
代
型
社

会
保
障
を
提
唱
し
て
い
る
、
大

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
の
政
策
に
つ
い
て
は
、｢

物
づ
く
り
補
助
金
は
、
給
料
を

1
・
5
％
以
上
引
き
上
げ
が
条

件
で
、
3
年
で
4
・
5
％
以
上

の
人
件
費
増
と
な
り
、
利
用
し

仙
台
高
裁
の
控
訴
を
確
認

医
労
連
の
30
分
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
相
談
増
加

づ
ら
い｣

「
時
間
外
労
働
で
手

取
り
を
確
保
し
て
い
た
の
が
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
労
働
時
間

の
削
減
で
賃
金
の
減
少
」
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
指
摘
し
て

い
ま
し
た
。

　

3
月
6
日
に
は
、
青
森
県
経

営
者
協
会
、
青
森
県
商
工
会
議

所
連
合
会
、
青
森
県
商
工
会
連

合
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。
青
森

県
経
営
者
協
会
の
小
笠
原
専
務

は
、「
青
森
県
で
は
、
昨
年
の

　
　
３
・
９
全
国
一
斉
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
先
立
ち
、

チ
ラ
シ
５
０
０
枚
を
作
成
、
労

働
法
制
と
最
賃
街
宣
で
配
布
、

各
地
域
労
連
に
は
チ
ラ
シ
の
デ

ー
タ
を
送
信
し
拡
散
を
要
請
、

記
者
ク
ラ
ブ
に
は
投
込
み
も
行

い
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
る
テ
レ

ビ
の
取
材
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た

と
新
型
コ
ロ
ナ
の
相
談
が
１
件

あ
り
ま
し
た
。
会
社
か
ら
休
業

を
通
告
さ
れ
た
こ
と
と
、
労
働

条
件
通
知
書
に
１
日
10
・
5
時

間
勤
務
と
明
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
の
相
談
で
し
た
。

こ
の
場
合
は
休
業
補
償
の
対
象

に
な
り
、
8
時
間
を
超
え
る
契

約
は
違
法
で
す
。

　
そ
の
外
2
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
関
連
で
は
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
の
３
月
9
日
以
前

に
１
件
、
10
日
以
降
で
は
2
件

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
盛
ん
に
安

倍
首
相
の
全
国
一
斉
休
校
要
請

に
つ
い
て
、
子
ど
も
を
持
つ
親

の
実
態
や
共
働
き
の
苦
悩
、
学

校
給
食
な
ど
学
校
へ
の
卸
し
業

者
の
窮
状
、
中
小
企
業
の
経
営

困
難
に
伴
う
労
働
者
の
解
雇
、

休
業
、
そ
の
補
償
な
ど
が
報
道

さ
れ
、
身
勝
手
で
フ
ォ
ロ
ー
の

な
い
首
相
要
請
に
批
判
も
集
中

し
ま
し
た
が
、
野
党
の
追
及
・

提
案
で
非
正
規
も
含
め
た
労
働

者
へ
の
賃
金
補
償
な
ど
が
実
現

し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
新
型

コ
ロ
ナ
関
連
の
労
働
相
談
は
増

え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

倒
産
件
数
が
前
年
を
上
回
り
」

「
労
働
者
の
実
質
賃
金
が
下
が

り
、
労
働
者
は
潤
っ
て
い
な

い
、
社
会
保
険
料
も
上
が
り
、

中
小
企
業
は
大
変
な
状
況
に
あ

る
が
、
中
小
企
業
支
援
は
増
え

な
い
」「
青
森
で
働
い
て
良
か

っ
た
と
言
え
る
環
境
づ
く
り
を

し
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
懇
談
で
は
、

我
々
が
要
求
し
て
い
る
「
大
企

業
の
内
部
留
保
を
経
済
対
策
に

活
用
す
る
こ
と
や
、
大
企
業
優

遇
か
ら
中
小
企
業
へ
の
支
援
強

化
」
な
ど
で
共
通
の
認
識
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
青
森
民
医
労
で
は
、
11
日
の

交
渉
結
果
を
受
け
、
12
日
始
業

時
30
分
の
産
別
統
一
ス
ト
ラ
イ

キ
を
決
行
し
ま
し
た
。
昨
今
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
行
動
自
体
を
危

ぶ
む
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
労

働
組
合
と
し
て
要
求
を
前
進
さ

せ
る
た
め
、「
こ
う
い
っ
た
状

況
だ
と
し
て
も
、
は
た
ら
く
も

の
の
生
活
と
労
働
環

境
を
守
る
た
め
、
交

渉
と
産
別
統
一
行
動

を
し
な
く
て
は
」
と

組
合
員
が
意
思
統
一

し
臨
み
ま
し
た
。

　
ス
ト
ラ
イ
キ
で
は

患
者
様
や
利
用
者
様

に
、
労
働
組
合
と
し

て
制
度
改
善
に
向
け

た
闘
い
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
ご
理

解
、
ご
協
力
い
た
だ

く
た
め
に
チ
ラ
シ
を
作
成
し
配

布
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
８
月
に
青
森
で
行
わ

れ
る
〝
み
ち
の
く
ア
ク
ト
２
０

２
０
〞
へ
の
青
年
の
結
集
と
協

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
5
度
を
下
回
る
寒
空
の
下
で

し
た
が
、
参
加
者
で
ア
ピ
ー
ル

文
を
採
択
し
、
20
春
闘
を
闘
う

意
思
統
一
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
民
医
労
）

判
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

飯
野
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
札

幌
・
奈
良
・
青
森
・
岐
阜
・
兵

庫
事
案
の
不
当
判
決
の
特
徴
と

年
金
裁
判
の
到
達
点
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
檜
山
事
務
局
長
は
、
1
年

間
の
活
動
―
15
回
口
頭
弁
論

に
傍
聴
者
１
２
４
３
名
、
地

裁
あ
て
の
要
請
署
名
・
個
人

１
１
４
８
０
筆
、
団
体
１
６
３

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
、

仙
台
高
裁
へ
の
傍
聴
行
動
や
公

正
判
決
を
求
め
る
要
請
署
名
に

取
り
組
み
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。
最
後
に
大
竹
会
長
、
檜
山

事
務
局
長
等
の
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

　
3
月
19
日
、
第
5
回
青
森
年

金
裁
判
を
支
援
す
る
会
総
会
が

県
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
57
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
議
長
に
東
青
地
区
年
金
裁
判

を
支
援
す
る
会
の
小
池
会
長
を

選
出
、
主
催
者
を
代
表
し
て
奥

村
副
会
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

横
山
弁
護
団
長
が
仙
台
高
等
裁

判
所
に
原
告
40
人
が
控
訴
の
手

続
き
を
し
た
と
報
告
、
高
裁
勝

利
の
た
め
、
引
き
続
き
傍
聴
へ

の
参
加
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
飯
野
豊
秋
中
央
本
部
副
委
員

長
は
、「
年
金
問
題
を
国
民
的

課
題
に
！
広
が
っ
た
年
金
裁

●
第
91
回
県
中
央
メ
ー
デ
―

と
き　

5
月
1
日
㈮
10
時

と
こ
ろ　

青
い
森
公
園

内
容　

①
主
催
者
挨
拶

　
　
　

②
連
帯
挨
拶

　
　
　

③
団
体
の
デ
コ
発
表

　
　
　

④
デ
モ
行
進

●
５
・
３
憲
法
市
民
集
会

と
き　

5
月
3
日
㈰
11
時　

と
こ
ろ　

青
い
森
公
園

内
容　

①
各
団
体
か
ら
の
訴
え

　
　
　

②
デ
モ
行
進

企
業
は
貯
め
込

ん
で
い
る
が
、

中
小
企
業
は
ど

う
す
れ
ば
良
い

の
か
？
」
と
、

中
小
企
業
の
苦

し
い
状
況
を
訴

え
、
葬
儀
関
連

事
業
で
は
中
央

大
手
が
進
出
し

て
、
地
元
業
者

が
抑
え
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
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混
乱
す
る

全
国
一
斉
休
校

全
教
の
定
期
大
会

で
「
私
た
ち
が
増
や
し
て
い
る

の
は
『
数
』
じ
ゃ
な
い
。
一
緒

に
運
動
を
つ
く
る
組
合
の
仲

間
」
の
言
葉
。
一
緒
に
運
動
を

つ
く
る
仲
間
た
る
自
分
で
あ
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。（
田
端
深
雪
・

県
教
組
）

２
月
の
初
め

八
戸
に
大
雪
の
降
っ
た
日
、
朝

の
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
８
度
。
わ

が
家
の
玄
関
前
で
ニ
ャ
ー
ニ
ャ

ー
と
猫
の
声
。
迷
い
猫
で
し

た
。
駐
在
所
に
も
届
け
た
け
れ

ど
、
ど
こ
か
ら
も
連
絡
が
な
い

の
で
、
こ
の
ま
ま
ウ
チ
の
猫
に

な
り
そ
う
。
ニ
ャ
ー
（
池
田
仁

美
・
年
金
者
組
合
）

先
日
�
ド
ラ
�
グ
ス
ト
ア

に
行
っ
た
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
と
テ
ッ
シ
ュ
を
抱
え
た
人

で
、
レ
ジ
大
行
列
！
デ
マ
情
報

っ
て
恐
ろ
し
い
。（
小
学
４
年

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
、
並

ば
さ
れ
た
）（
年
金
者
組
合
・

細
川
弘
彦
）

新
型
コ
ロ
ナ

に
仕
事
も
家
庭
も
振
り
回
さ
れ

て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
宣
言
！
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
８
カ

月
程
度
で
終
息
し
た
ら
し
い

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
・
・（
小

田
桐
智
恵
子
・
全
労
働
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
�
ル
ス

抗
議
す
る
市
民
集
会
に
１
０
０
人

生
徒
の
い
な
い
小
学
校

反
対
討
論
を
行
っ
た
が
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
意
見

書
の
最
大
の
問
題
点
は
、
特
別

職
地
方
公
務
員
と
し
て
の
県
議

会
議
員
は
憲
法
99
条
の
憲
法
尊

重
擁
護
義
務
を
有
す
る
「
そ
の

他
の
公
務
員
」
に
あ
た
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
国
会
の
憲
法

審
査
会
で
丁
寧
な
議
論
」
を
と

現
憲
法
の
改
正
発
議
を
行
う
憲

法
審
査
会
で
の
議
論
を
求
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
憲

法
99
条
違
反
が
県
議
会
で
強
行

さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
の
各
議
会
へ
の
意
見
書

採
択
の
動
き
は
、
安
倍
政
権
の

強
力
な
支
持
基
盤
で
あ
る
日
本

会
議
が
主
導
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
改
憲
論
者
の
櫻
井
よ
し

こ
氏
ら
が
共
同
代
表
の
「
美
し

い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民

　

3
月
23
日
、
憲
法
ネ
ッ
ト
青

森
な
ど
3
団
体
の
よ
び
か
け
に

よ
る
「
青
森
県
議
会
の
『
国
会

に
お
け
る
憲
法
議
論
に
つ
い
て

の
意
見
書
』
採
択
に
強
く
抗
議

す
る
！
青
森
市
民
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
緊
急
に
も
か
か
わ
ら

ず
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

奥
村
県
労
連
議
長
の
見
解
を

掲
載
し
ま
す
。

　

3
月
12
日
、
自
民
党
か
ら

「
国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
に

つ
い
て
の
意
見
書
」
が
県
議
会

本
会
議
に
提
案
さ
れ
、
吉
俣
県

議
（
共
産
）
と
鹿
内
県
議
（
県

民
主
役
の
県
政
の
会
）
が
「
い

ま
必
要
な
の
は
、
憲
法
を
変
え

る
こ
と
で
は
な
く
、
守
り
生
か

す
こ
と
」
、
「
意
見
書
案
に
は
、

現
憲
法
の
ど
こ
が
問
題
な
の
か

が
書
か
れ
て
い
な
い
」
な
ど
の

の
影
響
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
広
が
り
、
一
斉
休
校
や
宿

泊
・
宴
会
・
旅
行
等
の
キ
ャ
ン

セ
ル
、
そ
し
て
3
・
11
集
会
の

中
止
に
加
え
、
4
月
の
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
代
表
団
派
遣
中
止
と
続
き
、

と
て
も
驚
い
て
い
ま
す
。（
松

島
恵
美
子
・
年
金
者
組
合
）

都
合
が
い
い
と
き
は

「
民
意
が
示
さ
れ
た
」
と
言
い
、

都
合
が
悪
い
と
き
は
「
民
意
を

無
視
」。「
丁
寧
に
説
明
す
る
」

「
真
摯
に
答
え
る
」
と
言
い
な

が
ら
真
逆
の
態
度
。
募
集
と
募

る
が
同
じ
こ
と
も
分
か
ら
な

い
。
挙
句
の
果
て
に
は
国
会
で

「
意
味
の
な
い
質
問
だ
よ
」
と

ヤ
ジ
。「
意
味
の
な
い
回
答
ば

か
り
だ
よ
」
と
そ
っ
く
り
返
し

て
や
り
た
い
（
中
道
博
章
・
年

金
者
組
合
）

県
議
会「
憲
法
審
査
会
の

改
憲
推
進
」意
見
書
採
択

の
会
」
が
、
憲

法
改
正
の
成
立

を
め
ざ
し
て
進

め
て
い
る
「
美

し
い
日
本
の
憲

法
を
つ
く
る

１
０
０
０
万
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
署
名
と
呼

応
す
る
も
の
で
、

憲
法
9
条
に
自

衛
隊
を
明
記
す

る
と
い
う
安
倍

9
条
改
憲
の
世

論
づ
く
り
を
一

気
に
進
め
る
た

め
の
改
憲
勢
力

に
よ
る
全
国
的
な
運
動
で
あ
る
。

今
後
、
県
議
会
だ
け
で
は
な
く

市
町
村
議
会
へ
提
案
さ
れ
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
安
倍

首
相
の
総
裁
と
し
て
の
任
期
は

２
０
２
１
年
9
月
、
「
自
ら
の

手
」
で
の
9
条
改
憲
の
た
め
に

は
、
今
年
中
の
「
改
憲
発
議
」
、

来
年
の
「
国
民
投
票
」
し
か
な

い
。
ま
さ
に
本
年
が
勝
負
を
決

す
る
年
と
な
っ
て
い
る
。

第353回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
５
月
15
日

●
発
表
＝
６
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―
０
８

５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮
１

６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

353
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
…
…
は
人
の
た
め
な
ら
ず

④
「
前
進
」
の
反
対
語
は
？

⑦
家
庭
外
で
す
る
食
事

⑨
河
童
の
…
…
流
れ

⑩
沈
黙
は
…
…

⑪
役
職
を
持
た
な
い
…
…
社
員

⑫
母
と
子
。
…
…
手
帳

⑭
ま
る
い
卵
を
立
て
て
見
せ
た

人
⑰
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
で
す

⑲
「
螺
子
」の
読
み
方
は
？

⑳
イ
ヨ
マ
ン
テ
は
ア
イ
ヌ
の
…

…
送
り
の
行
事

㉑
胴
体
と
腕
の
間

㉓
日
本
の
国
鳥

㉔
小
型
の
楽
器
の
一
つ

㉖
ロ
ー
マ
神
話
の
酒
の
神

㉗
御
…
…
様
。
…
…
満
面

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
地
上
に
落
ち
た
も
の
は
隕

石（
い
ん
せ
き
）と
い
う

②
「
犀
」
の
読
み
方
は
？

③
風
景
の
こ
と
で
す

④
深
み
の
あ
る
味
わ
い
。　

…
…
の
あ
る
酒

⑤
七
福
神
が
乗
っ
て
い
ま
す

⑥
一
心
…
…
を
も
通
す

⑧
新
聞
社
会
面
の
…
…
漫
画

⑪
…
…
す
れ
ば
鈍
す
る

⑬
春
分
の
日
と
か
昭
和
の
日

⑮
カ
ギ
の
か
か
る
戸
棚

⑯
斜
め
に
向
か
い
合
う
こ
と

⑱
桜
肉
は
何
の
肉
？

㉒
和
服
の
袋
の
よ
う
な
そ
で

㉓
肉
食
動
物
の
と
が
っ
た
歯

㉔
極
楽
に
咲
い
て
い
る
花

㉕
筋
…
…
。牛
…
…

第
351
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

《
当
選
者
》
18
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

池
田
仁
美
（
年
金
者
組
合
）

久
保
田
栄
美
（
県
教
組
）
檜

山
恵
美
子
（
年
金
者
組
合
家

族
）
山
口
浩
美
（
全
労
働
）

千
葉
靖
幸
（
高
教
組
）

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
安
倍
首
相
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
特
措
法
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
追
加
す
る
改
定

案
を
衆
院
・
参
院
2
日
間
の
審

議
で
強
行
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

最
大
の
問
題
は
首
相
の
判
断
で

「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
首
相

の
宣
言
に
よ
っ
て
国
民
の
基
本

的
人
権
を
制
限
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
宣
言
を
受
け

て
都
道
府
県
知
事
は
住
民
の
外

出
の
自
粛
、
施
設
の
使
用
や
催

し
も
の
開
催
の
制
限
・
停
止
の

要
請
、
指
示
を
行
う
こ
と
が
出

来
き
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
所
有
者
の
同
意
を
得
ず
に

土
地
、
家
屋
、
物
資
を
使
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
医
薬
品

や
食
品
の
生
産
・
販
売
業
者
な

ど
に
売
渡
し
を
要
請
で
き
、
応

じ
な
い
場
合
に
は
強
制
収
容
も

可
能
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
森
友
」「
加
計
」
問
題
、「
桜

を
見
る
会
」
等
々
の
露
わ
に
な

っ
た
改
ざ
ん
、
捏
造
、
隠
蔽
に

塗
れ
た
安
倍
首
相
に
絶
大
な
権

限
を
与
え
る
こ
と
は
危
険
極
ま

り
な
い
こ
と
で
す
。

　
安
倍
首
相
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
地
球
的
規
模
で
拡

大
す
る
中
、
2
月
27
日
（
木
）

夕
方
突
如
、
独
断
で
小
・
中
学

校
、
高
校
、
特
別
支
援
学
校
の

全
国
一
斉
休
校
の
要
請
を
発
表

し
ま
し
た
。
3
月
2
日
か
ら
の

実
施
の
た
め
、
全
国
の
子
ど
も

と
学
校
、
教
育
関
係
者
は
混
乱

を
極
め
ま
し
た
。
3
月
は
高
校

入
学
試
験
や
卒
業
式
を
控
え
多

忙
な
時
期
で
あ
り
、
子
ど
も
に

と
っ
て
特
別
思
い
出
に
残
る
も

の
で
す
が
、
そ
れ
が
奪
わ
れ
る


